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急
が
れ
る

水
道
管
の
老
朽
化
・
地
震
対
策

い
つ
ま
で
も
安
心
・
安
全
な
水
を
飲
む
た
め
にすべての生き物にとって、水は欠かせません。

日本の現在の水道普及率はほぼ100％で、
蛇口をひねるだけで安心・安全な水がいつでも手に入ります。
これは、先人たちがたゆまぬ努力と工夫を重ねて築き上げてきた、
世界に誇る日本の水道のおかげなのです。
しかし、日本の水道事業は今、管路の老朽化や地震対策、人口減による
収入減などさまざまな課題を抱え、大きな岐路に立たされています。
次世代においしい水を引き継いでいくためにはどうしたらよいのか、
私たちの生活や経済活動を支える
「水道」について改めて学び、考えてみましょう。

(C) 2016 日本医療企画.
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毎
日
使
う
水
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
？
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安
全
・
便
利
・
安
価

「
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
き
れ
い
な
水
が
出

て
き
て
、そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
る
」

─
─
。

日
本
で
は
当
た
り
前
の
光
景
で
す
が
、

こ
れ
は
世
界
の
ど
の
国
・
地
域
で
も
同
じ

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
・
地

域
に
よ
っ
て
は
、
川
や
池
に
く
み
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、
蛇
口

か
ら
出
る
水
が
必
ず
し
も
飲
用
に
適
し
て

い
な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ

ニ
セ
フ
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の『
衛
生
施
設
と
飲
料

水
の
前
進
：
２
０
１
５
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
達
成
度
評
価
』に
よ
る
と
、
安
全
な

水
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
は
増
え
つ
つ
あ

る
も
の
の
、
ま
だ
一
部
の
地
域
で
は
そ
れ

が
か
な
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん（
図
表
１
）。

現
在
の
日
本
の
水
道
普
及
率
は
97
・

８
％（
２
０
１
４
年
現
在
）。
つ
ま
り
、
ほ

ぼ
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
安
心
し
て
飲

む
こ
と
が
で
き
る
水
が
、
蛇
口
を
ひ
ね
る

だ
け
で
容
易
に
手
に
入
る
の
で
す
。
し
か

も
、日
本
の
水
道
料
金
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経

済
協
力
開
発
機
構
）加
盟
国
の
な
か
で
も

比
較
的
安
価
で
す
か
ら
、
日
本
の
水
道
事

情
が
世
界
的
に
見
て
、
い
か
に
恵
ま
れ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ

う
。こ

の
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
水
道
は
、

「
水
道
法
」と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
水
道
法
で
は
水
道

に
つ
い
て「
導
管
及
び
そ
の
他
の
工
作
物

に
よ
り
、
水
を
人
の
飲
用
に
適
す
る
水
と

し
て
供
給
す
る
施
設
の
総
体
」と
定
義
し
、

同
法
の
目
的
に
つ
い
て「
水
道
の
布
設
及

び
管
理
を
適
正
か
つ
合
理
的
な
ら
し
め
る

と
と
も
に
、
水
道
を
計
画
的
に
整
備
し
、

及
び
水
道
事
業
を
保
護
育
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
清
浄
に
し
て
豊
富
低
廉
な
水
の

供
給
を
図
り
、
も
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上

と
生
活
環
境
の
改
善
と
に
寄
与
す
る
こ

と
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
条

文
は
、「
安
心
・
安
全
な
水
が
い
つ
で
も

手
に
入
る
」我
が
国
の
水
道
事
業
の
基
本

理
念
を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

水
質
基
準
、
水
道
事
業
の
認
可
や
経
営
主

体
、
水
道
料
金
の
妥
当
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
項
が
厳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

改善された水源を使用できる人口の割合
91～100％ 　　　　76～90％ 　　　　51～75％ 　　　　50％以下 　　　　適切なデータが不足している国・地域

図表1　安全な飲料水を手に入れられる人の割合

出典：ユニセフ・WHO『衛生施設と飲料水の前進：2015ミレニアム開発目標達成度評価』
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	 急がれる水道管の老朽化・地震対策

(C) 2016 日本医療企画.




